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フレッシュ！

おぐに産
頑張って
ます

6月定例会
一般会計補正予算額5252万円
緊急質問、動議提出も否決。
町の考えを問う
一般質問　6名
委員会から
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総額5252万1千円を可決総額5252万1千円を可決
58億1806万3千円に＝58億1806万3千円に＝

　
6
月
定
例
会
は
、
6
月
7
日
か
ら
12
日
の
6
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

　
各
会
計
補
正
予
算
8
件
、
条
例
の
改
正
4
件
、
財
産
の
取
得
1
件
、
協
定
の
締
結
1
件
、

人
事
案
件
3
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
6
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
町
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
2
件
が
提
出
さ
れ
、
1
件
は
不
採
択
、
1
件
は
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

定例会の
あらまし

5月17日から18日の大雨により発生した河岸決壊や町道各
路線の法面崩壊復旧事業に関しての測量調査等　650万円

5月豪雨被害復旧経費5月豪雨被害復旧経費

◆条例の制定◆

●小国町一般職の職員の特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例の
制定

　 人事院勧告に基づく国家公務員の特殊勤務手当の改正に準じて一般
職の職員の特殊勤務手当の改定を行うもの。

●小国町税条例の一部を改正する条例の制定
　　生産性向上特別措置法の施行に伴い、所要の改正を行うもの。

●小国町医療給付条例の一部を改正する条例の制定

　　高額療養費の負担上限額の見直しに伴い、重度心身障がい者（児）医
療証の対象者の負担上限額が引き上げになることに対し、山形県とし
て現状の負担上限額を維持することとしたため、所要の改正を行うもの。

●小国町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定

　　地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正す
る法律等の施行に伴い、所要の改正を行うもの。

◆財産の取得◆　ロータリ除雪車（2.2m）　1 台　4299 万円

◆協定の締結◆　置賜定住自立圏の形成に関する協定。

650万円650万円
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一般会計補正予算一般会計補正予算
＝一般会計予算総額は

6月
定例会

一般会計補正予算の主な内容

企業会計補正予算の主な内容 特別会計補正予算の主な内容

総　務　費　　維持補修工事費・修繕料
　　　　　　　　役場庁舎チップボイラー設備修繕など
　　　　　　　移住世帯向け食の支援事業
　　　　　　　　小国町に移住された方に対し米、みそ、しょうゆを支給
　　　　　　　する県の補助制度
衛　生　費　　斎場設備修繕
農　業　費　　片貝地区農業用水路改修支援
　　　　　　　農業用ビニールハウス復旧支援
　　　　　　　松岡合口頭首工幹線用水路復旧工事 
　　　　　　　経営体育成支援事業
林　業　費　　林道施設復旧作業費
土　木　費　　町道非常警報設備修繕
　　　　　　　町道施設復旧作業費
　　　　　　　あけぼの地内町有地売払測量調査
教　育　費　　アスネット空調設備修繕
　　　　　　　公共スポーツ施設アドバイザー謝礼等
災害復旧費　　町道法面崩壊等測量調査費

病院事業会計
　人事異動等に伴う人件費の増額

1206万円

水道事業会計
　人事異動等に伴う人件費の増額

402万円
　周辺地盤等影響測定基準値調査ほか

146万円

老人保健施設事業会計
　人事異動等に伴う人件費の減額

△714万円

国民健康保険事業特別会計
　国保情報システム利用料

28万円

訪問看護特別会計
　人事異動等に伴う人件費の減額

△1015万円

…………………………205万円

…………………………60万円

…………………………………………17万円
………………………21万円
……………………25万円
………………92万円

………………………………356万円
………………………………500万円
………………………………70万円
………………………………338万円

………………300万円
……………………………38万円

……………15万円
………………………650万円



4小国町ぎかいだより■JULY.2018

緊急
質問

動議

質
問
者
　
米
野
貞
雄
議
員

内
 
容
　「
車
検
切
れ
の
車
を

　
　
　
　
　
公
用
車
と
し
て
運
転
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
事
態
と
責
任
に
つ
い
て
」

結
　
果
　
賛
成
少
数
で
否
決

賛
 
成
　
4
名

　
　
　
　（
米
野
・
小
関
・
石
山
・
今
）

質
問
者
　
米
野
貞
雄
議
員

内
 
容
　「
車
検
切
れ
の
車
を

　
　
　
　
　
公
用
車
と
し
て
運
転
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
事
態
と
責
任
に
つ
い
て
」

結
　
果
　
賛
成
少
数
で
否
決

賛
 
成
　
4
名

　
　
　
　（
米
野
・
小
関
・
石
山
・
今
）

最
終
日
、
緊
急
質
問
が
提

出
さ
れ
た
。
質
問
の
可
否

に
つ
い
て
直
ち
に
採
決
さ
れ
、

否
決
と
な
っ
た
。

緊
急
質
問
が
否
決
さ
れ
た
後
、

動
議
が
提
出
さ
れ
た
。
動
議
を

議
題
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
採

決
さ
れ
、
否
決
と
な
っ
た
。

緊
急
質
問
と
は
…

質
問
が
緊
急
を
要
す
る
と
き
、
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
と
き
に
定
例
議
会
、
臨
時
議

会
を
問
わ
ず
質
問
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

議
会
が
同
意
し
た
時
に
限
ら
れ
る
た
め
議

会
が
同
意
し
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
。

動
議
と
は
…

一
般
的
に
、
会
議
の
進
行
中
に
議
員
か
ら

口
頭
、
ま
た
は
文
書
で
発
議
さ
れ
、
所
定

の
賛
成
者
が
あ
れ
ば
成
立
し
日
程
追
加
が

了
承
さ
れ
れ
ば
議
題
と
な
り
議
決
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

提
出
者
　
米
野
貞
雄
議
員

主
　
旨
　
公
用
車
が
昨
年
6
月
か
ら
3
ケ
月
間
、

車
検
切
れ
の
状
態
で
使
用
さ
れ
た

こ
と
に
関
し
て
問
題
を
起
こ
し
た

背
景
と
再
発
防
止
策
。
最
高
責
任

者
で
あ
る
町
長
が
町
民
に
直
接
説

明
と
謝
罪
が
な
い
の
は
何
故
か
。

結
　
果
　
賛
成
少
数
で
否
決

賛
　
成
（
米
野
・
小
関
・
石
山
）
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請願

人事臨時
議会

1件は不採択、1件は継続審査
請 願 名

請 願 者

紹 介 議 員

要 旨

付 託
委 員 会

委 員 会 の
結 果

採 決 結 果

憲法 9 条を改憲しないよう国に求める
意見書提出の請願

種子法廃止に伴う万全の対策を
求める請願

西置賜革新懇話会
代表世話人　　今泉　義憲（長井市）

置賜農民連会長　　小林　茂樹（南陽市）
小 国 町 農 民 連　　本間　義信（小国町）

伊藤　重廣 伊藤　重廣

不採択 継続審査

総務厚生常任委員会 文教産建常任委員会

賛成少数で不採択 継続審査

主要農作物種子法が廃止されたことにより、
試験場等の取り組みが後退しないよう予
算の確保等を行うこと、また、地域の共
有財産である「種子」を民間に委ねない
よう対策を講じること。
以上のことについて、意見書提出を求め
るもの。

憲法 9 条に自衛隊を明記する改憲を行わ
ないよう国に求める意見書提出を求める
もの。

小
国
町
固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員

　
任
期
　
平
成
33
年
6
月
23
日
ま
で

〇
志
　
田
　
　
藤
　
夫
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
 
 
 
 
小
国
町
大
字
伊
佐
領

〇
渡
　
部
　
　
孝
　
弘
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
 
 
 
 
小
国
町
大
字
小
国
小
坂
町

〇
伊
　
藤
　
　
玲
　
子
　
氏
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　
 
 
 
 
小
国
町
大
字
あ
け
ぼ
の

第
4
回
臨
時
議
会
が
4
月
27
日
に
開
催
さ

れ
た
。
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

税
条
例
の
制
定
に
関
し
て
2
議
案
が
上
程

さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

小
国
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

継続審査とは…
会期中に議決に至らなかった事
件について、会議での議決を経て、
付託を受けた委員会が閉会中に
引き続き審査を行うこと。

◆
小
国
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
設
定

　
個
人
町
民
税
に
お
け
る
控
除

額
の
見
直
し
を
行
う
も
の
。
ま

た
、
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整

措
置
の
期
間
延
長
に
加
え
、
固

定
資
産
税
等
の
税
負
担
軽
減
措

置
の
見
直
し
等
を
行
う
も
の
。

◆
小
国
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

　
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
中
間
所
得
層
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
課
税
限
度
額
の

一
部
見
直
し
と
軽
減
対
象
者
の

拡
大
を
図
る
も
の
。
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町
の
考
え
を
問
う

一般質問

一般質問とは一般質問とは

検  索検  索小国町議会

小　林　　嘉
●幸町地区流雪溝の有効

利用と安定的な水量確
保について

7ページ

今　　康　成

●農業政策について
●商業政策について

10ページ

間 宮 尚 江

●次期総合センターにお
ける温泉機能について

8ページ

石　山　久美子
●公園の管理と町の景観

について
●本町の教育について

11ページ

小 関 和 好

●少子化と若者支援に
ついて

9ページ

米 野 貞 雄
●人工透析と町立病院の

改革プランや院長人事
について

12ページ

　6月定例会では、6人の議員が8件の一般質問
を行い、2 日間にわたり議論を展開しました。
　質問と答弁を要約した内容は7ページから12
ページです。
　なお全文記録 ( 議事録 ) は小国町議会ホームペ
ージに掲載しますのでご覧ください。

　6月定例会では、6人の議員が8件の一般質問
を行い、2 日間にわたり議論を展開しました。
　質問と答弁を要約した内容は7ページから12
ページです。
　なお全文記録 ( 議事録 ) は小国町議会ホームペ
ージに掲載しますのでご覧ください。

議員が町長などの執行機関に対し行財政全般にわたり、事務の

執行状況や将来の方針などについて、所信や疑問をただすこと、

あるいは報告や説明を求めることを言います。

本町議会の質問時間は、1人60分以内で、答弁時間を含みます。

議員が町長などの執行機関に対し行財政全般にわたり、事務の

執行状況や将来の方針などについて、所信や疑問をただすこと、

あるいは報告や説明を求めることを言います。

本町議会の質問時間は、1人60分以内で、答弁時間を含みます。



小
林
　
山
形
県
営
事
業
と
し

て
進
め
ら
れ
て
き
た
県
道
五

味
沢
小
国
線
の
歩
道
拡
張
工

事
、
付
帯
事
業
の
流
雪
溝
設

置
工
事
が
今
年
度
完
了
し
、

流
雪
溝
は
今
秋
か
ら
全
線
で

利
用
可
能
と
聞
い
て
い
る
。

横
道
か
ら
幸
町
ま
で
約

1
5
0
世
帯
が
流
雪
溝
の
利

用
が
可
能
と
な
り
、
活
用
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
が
、
通

水
す
る
水
路
が
増
加
す
る
た

め
、
水
路
末
端
の
幸
町
地
区

か
ら
、
安
定
的
な
水
量
の
確

保
に
不
安
の
声
が
出
て
い
る
。

 
冬
期
間
、
安
定
的
に
水
量

を
確
保
で
き
る
の
か
伺
い

た
い
。

町
長
　
水
利
権
は
平
成
24
年
、

金
目
川
上
流
の
井
の
下
土

地
改
良
区
の
取
水
堰
及
び

用
水
路
を
利
用
す
る
こ
と
で

認
可
に
な
っ
た
。

　
許
可
水
量
は
、
一
日
当

た
り
最
大
５
万
１
千
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
幸
町
、
増
岡
、

西
の
三
地
区
に
通
水
す
る
に

十
分
な
水
量
と
見
込
ん
で
い

る
が
、
水
の
配
分
に
当
た
っ

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
線
相
互

間
で
協
議
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

小
林
　
今
冬
は
、
低
温
・
ド

カ
雪
で
、
井
の
下
用
水
路
の

雪
詰
ま
り
事
故
が
多
発
し
た
。

安
定
的
な
通
水
に
は
対
策
が

必
要
で
あ
る
。

　町
長
　
井
の
下
堰
か
ら
の

導
水
路
は
延
長
も
長
く
、

開
渠
部
分
が
多
い
た
め
、

雪
の
塊
や
倒
木
や
樹
木
な

ど
で
、
水
路
が
ふ
さ
が
る
原

因
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
冬
は
、
豪
雪
に
加
え

気
温
低
下
の
た
め
、
雪
の

吹
込
み
に
よ
る
水
路
の
つ

ま
り
が
発
生
し
、
水
を
供

給
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

数
回
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も

落
雪
防
止
梁
を
設
置
し
て
き

た
が
、
今
後
も
計
画
的
に
対

応
し
て
い
く
。

小
林
　
水
の
確
保
は
、
井
の

下
堰
用
水
を
活
用
す
る
こ
と

に
な
る
。
取
水
堰
頭
首
工
や

水
路
の
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ

る
。

　
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
幸
町
地
区
内
の
用

水
路
に
手
直
し
が
必
要
な
箇

所
が
あ
る
が
。

町
長
　
現
在
、
取
水
に
関

し
て
は
、
取
水
堰
及
び
水
路

の
保
有
者
で
あ
る
井
の
下

土
地
改
良
区
に
委
託
し
て
お

り
、
冬
期
間
の
維
持
管
理
作

業
は
建
設
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。
施
設
の
老
朽
化
対
策

は
井
の
下
土
地
改
良
区
と

連
携
協
議
し
て
い
く
。
幸
町

地
区
水
路
の
欠
陥
は
、
流

雪
溝
利
用
組
合
の
方
々
と

協
議
し
対
処
し
て
い
く
。
井

の
下
土
地
改
良
区
、
幸
町

流
雪
溝
利
用
組
合
に
加
え
て
、

西
、
増
岡
地
区
で
も
組
織

い
た
だ
き
各
利
用
組
合
と

の
連
携
が
重
要
に
な
る
。
小

国
町
も
活
動
の
支
援
を
し
て

い
く
。
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幸
町
流
雪
溝
の
水
量
は
、

十
分
確
保
で
き
る
の
か

水
路
へ
の
投
雪
ト
ラ
ブ
ル
、

吹
雪
対
策
が
必
要

取
水
堰
の
老
朽
化
対
策

や
水
路
欠
陥
箇
所
の

対
策
は

一 般 質 問一 般 質 問

町
長

町
長

町
長

小
林

小
林

小
林

幸町地区流雪溝
安定水量確保のため問題点の解消を

水源地の老朽化が進む「井の下頭首工」

小 林 　 嘉 議員
こ ばやし よしみ

水
利
権
が
認
可
さ
れ
、

十
分
な
水
量
を
見
込
む

井
の
下
土
地
改
良
区
、

幸
町
地
区
と
協
議
し
て

い
く

落
雪
防
止
梁
を
、計
画

的
に
設
置
し
て
い
く



間
宮
　
現
総
合
セ
ン
タ
ー
の

温
泉
機
能
は
、
中
心
地
区
内

で
は
町
民
憩
い
の
場
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
高
齢
者
の
集

い
交
流
の
場
と
し
て
、
重
要

な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
整
備

基
本
計
画
は
子
育
て
支
援
、

文
化
面
に
は
配
慮
さ
れ
た
設

計
で
あ
る
と
認
識
で
き
る
が
、

高
齢
社
会
に
お
け
る
集
い
の

場
の
活
用
と
し
て
温
泉
機
能

を
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
施
設

内
に
組
み
込
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
　
温
泉
機
能
は
保
養
、

休
養
の
場
で
あ
り
、
社
会
教

育
的
な
施
設
機
能
と
は
異

な
る
た
め
、
計
画
に
は
組

み
込
ん
で
い
な
い
。
毎
日
平

均
40
人
を
超
え
る
方
々
が

利
用
、
親
し
ん
で
お
ら
れ
る

こ
と
も
理
解
し
て
い
る
が
、

二
宮
の
湯
に
は
、
沸
出
量
、

湯
音
、
源
泉
の
状
況
な
ど

精
査
す
べ
き
課
題
も
あ
る
。

　
今
後
の
人
口
構
造
、
社

会
環
境
、
財
政
環
境
か
ら

公
共
施
設
全
体
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

課
題
を
整
理
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

間
宮
　
中
心
地
区
に
お
け
る

高
齢
者
集
い
の
場
、
自
助
・

共
助
の
場
と
し
て
の
役
割
も

重
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
健
康
増
進
と
い
う

こ
と
を
考
え
た
と
き
、
温
水

プ
ー
ル
も
休
館
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
町

民
の
健
康
増
進
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

町
長
　
健
康
増
進
・
集
い

の
場
と
し
て
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
プ
ー
ル
に
関

し
て
も
、
プ
ー
ル
だ
け
で
は

な
く
相
当
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
経
年
劣
化
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
こ

と
を
ふ
ま
え
な
が
ら
優
先

順
位
を
決
め
、
投
資
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

間
宮
　
当
時
か
ら
過
疎
化
対

策
と
も
言
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る

人
間
ダ
ム
と
し
て
総
合
セ
ン

タ
ー
が
誕
生
し
た
。
ま
た
、

当
時
は
様
々
な
品
が
寄
附
さ

れ
た
こ
と
か
ら
浄
財
セ
ン
タ

ー
と
も
呼
ば
れ
、
町
民
が
支

え
て
き
た
。
半
世
紀
の
時
を

経
て
、
そ
の
方
々
が
高
齢
者

と
な
り
二
宮
の
湯
を
大
切
な

交
流
の
場
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
点
を
充
分
考
え
て
頂

き
再
考
し
て
頂
き
た
い
。

間
宮
　
飯
豊
温
泉
の
ラ
ジ
ウ

ム
泉
、
泡
の
湯
温
泉
の
希
少

な
天
然
炭
酸
泉
と
の
導
線
を

確
保
し
、
温
泉
効
能
の
違
い

を
活
か
し
て
二
宮
の
湯
を
観

光
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
い

け
な
い
か
。

町
長
　
米
沢
市
で
は
、
八

湯
会
と
し
て
立
地
、
泉
質
の

異
な
る
点
を
特
徴
と
し
て
観

光
資
源
に
し
て
い
る
例
も
あ

り
、
非
常
に
重
要
な
視
点
と

承
る
。
公
共
施
設
全
体
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な

が
る
諸
条
件
の
課
題
を
整

理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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次期総合センターに
　温泉機能整備を

二
宮
の
湯

健
康
増
進
、交
流
の
場

と
し
て
重
要
で
は

温
泉
効
能
の
違
い
を
活

か
し
た
観
光
交
流
拠
点

の
ひ
と
つ
と
し
て
活
用

し
て
は

ど
う
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

町
長

町
長

町
長

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

基
本
計
画
は
、社
会
教

育
的
な
施
設
機
能
と
し

て
い
る

十
分
な
検
討
を
加
え
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
つ

な
げ
た
い

間 宮 尚 江 議員
ま みや ひさ え

親しまれる「二宮の湯」

一 般 質 問一 般 質 問



小
関
　
少
子
化
関
連
の
質
問

は
、
今
回
で
5
回
目
と
な
る

が
、
昨
年
度
の
出
生
数
は
32

人
と
急
激
に
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
。

　
下
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

婚
姻
数
の
減
少
が
大
き
な
原

因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

県
内
で
も
各
地
に
「
婚
活
サ

ポ
ー
ト
委
員
会
」
等
の
団
体

が
組
織
さ
れ
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
当
町
で
も
若
者
が
交
流
で

き
る
場
面
の
創
出
や
若
い
力

の
集
団
の
創
出
及
び
支
援
。

今
後
、
小
国
町
が
存
続
し
て

い
く
う
え
で
重
要
な
事
と
考

え
る
が
、
あ
ら
た
め
て
婚
姻

数
の
増
加
に
つ
な
が
る
対

策
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

町
長
　
指
摘
の
よ
う
に
、

出
生
数
の
減
少
要
因
の
ひ
と

つ
が
婚
姻
数
の
少
な
い
事

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

若
者
の
定
住
、
U
タ
ー
ン

等
を
促
進
す
る
た
め
町
内
就

職
者
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
春
、
町
内
中
学
校

出
身
高
卒
者
で
町
内
に
就

職
し
た
人
数
は
15
名
と
な

り
前
年
度
よ
り
5
名
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
協
力
隊

の
任
務
を
終
え
て
小
国
町
に

定
住
し
た
隊
員
は
こ
れ
ま

で
4
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
内
へ
の
若
者
の
定
住

は
進
ん
で
き
て
お
り
引
き
続

き
町
外
へ
の
若
者
の
流
出

を
抑
制
し
町
内
へ
の
流
入

を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

　
結
婚
自
体
に
つ
い
て
は
個

人
の
考
え
方
や
価
値
観
に

関
わ
る
問
題
で
あ
り
個
人

の
自
由
な
選
択
が
最
優
先

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

町
の
関
与
は
慎
重
に
行
う

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
他
方
、
指
摘
の
と
お
り

少
子
化
の
進
行
は
、
町
の

社
会
経
済
の
持
続
可
能
性

を
危
う
く
す
る
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

結
婚
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
。

　
本
年
度
に
お
い
て
は
、
民

間
団
体
で
取
り
組
む
出
会

い
の
場
の
創
出
に
対
す
る
支

援
と
結
婚
に
伴
う
コ
ス
ト

の
支
援
を
措
置
し
て
い
る
。

小
関
　
若
者
の
交
流
の
場
面

の
創
出
や
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　町
長
　
若
い
人
が
集
ま
っ
て

議
論
す
る
機
会
や
交
流
す
る

機
会
は
、
大
事
な
事
と
考

え
て
い
る
。

　
色
々
な
企
画
や
ア
イ
デ
ィ

ア
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

小
関
　
他
町
村
の
よ
う
な
背

中
を
押
し
て
く
れ
る
組
織
・

団
体
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
確
か
に
そ
の
よ
う

な
団
体
が
必
要
か
も
し
れ

な
い
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

問
題
で
あ
り
、
若
い
人
に
は

敬
遠
さ
れ
る
向
き
も
あ
る
。

若
い
人
が
集
ま
る
場
の
創

出
や
協
力
隊
の
よ
う
な
若

い
人
の
流
入
な
ど
に
支
援

し
て
い
く
方
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。

　
今
後
も
結
婚
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
。

支
援
団
体
よ
り
交
流
の
場
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一 般 質 問一 般 質 問

急激な少子化に対策を
若者に交流の場を創出すべきである

少
子
化
が
深
刻
な
状
況
だ

対
策
が
急
務

交
流
の
場
の
創
出
、

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は

背
中
を
押
す
組
織
が
必

要
だ
と
考
え
る

町
長

町
長

町
長

雇
用
の
創
出
と
移
住
・

定
住
の
促
進
、結
婚
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く

若
い
人
の
交
流
は
大
事

小
関

小
関

小
関

小 関 和 好 議員
こ せき かず よし

平成20年度～平成29年度　婚姻数と出生数
年　度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

39

38

35

32

29

35

22

26

16

19

291

59

60

57

56

59

51

41

52

47

32

514計

婚姻数（組） 出生数（名）



　
今
　
コ
メ
以
外
の
地
域
振

興
作
物
を
、
ど
う
推
進
し
て

き
た
か
。
栽
培
面
積
と
収
量

の
推
移
と
今
後
の
取
組
み
の

方
策
は
。

町
長
　
小
国
町
地
域
農
業

再
生
協
議
会
が
主
要
振
興

作
物
を
選
定
し
て
い
る
。
代

表
す
る
の
は
ワ
ラ
ビ
・
ソ
バ
・

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で
、
産
地
化

と
農
地
利
用
の
最
適
化
に

か
か
る
方
策
と
し
て
『
と
も

補
償
事
業
』
に
対
す
る
支
援
、

農
地
へ
の
ワ
ラ
ビ
の
作
付

け
の
推
進
な
ど
を
し
て
い
る
。

　
ワ
ラ
ビ
の
栽
培
面
積
は

83
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
出
荷

数
量
は
9
・
9
ト
ン
。

　
ソ
バ
は
1
0
9
・
4
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
10
ト
ン
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
5
・
7

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
7
・
8
ト
ン
。

　
今
後
は
県
・
町
に
よ
る

補
助
事
業
を
展
開
し
、
地

域
に
適
し
た
生
産
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
　
作
業
の
省
力
化
、
効

率
化
、
生
産
性
向
上
の
た
め

の
ド
ロ
ー
ン
技
術
導
入
に
対

し
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
認
識

は
。

町
長
　
農
業
分
野
で
も
労

働
力
の
確
保
や
大
規
模
経

営
に
対
応
す
る
た
め
の
技
術

革
新
が
国
・
民
間
を
挙
げ

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
技
術
は
圃
場

の
状
況
観
察
、
種
子
・
肥
料
・

農
薬
散
布
へ
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
者

自
ら
が
導
入
の
長
所
・
短

所
を
見
極
め
、
活
用
に
つ

い
て
判
断
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
今
　
商
業
の
中
核
施
設
で

あ
る
「
ア
ス
モ
」
の
空
き
店

舗
活
用
に
関
し
て
、
い
き
い

き
街
づ
く
り
公
社
と
行
政
の

関
与
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
構
想
と
具
体
的
な
計
画
は

あ
る
の
か
。

町
長
　
昨
年
秋
か
ら
も
空

き
ス
ペ
ー
ス
が
拡
大
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

　
買
い
物
弱
者
に
対
す
る
事

業
や
、
町
内
に
お
け
る
消
費

喚
起
な
ど
へ
の
取
組
み
、

財
政
的
な
支
援
を
は
じ
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼

品
の
発
送
業
務
を
委
託
す
る

な
ど
し
て
「
ア
ス
モ
」
の
主

体
性
、
自
主
性
を
尊
重
し

な
が
ら
財
務
改
善
等
に
つ

い
て
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

い
く
。
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地域振興作物を推進する現状は

コ
メ
以
外
の
地
域
振
興

作
物
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
技
術
導
入
に

積
極
性
を

「
ア
ス
モ
」の
空
き
店
舗

活
用
計
画
は
あ
る
か

町
長

町
長

町
長

今

今

今

ワ
ラ
ビ
・
ソ
バ
・
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
が
代
表

活
用
が
期
待
さ
れ
る
が
、

導
入
は
農
業
者
の
判
断

に
よ
る

公
的
な
機
能
で
の
利
用
や
、

振
興
事
業
へ
の
財
政
面
で

の
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

どのような再利用が図られるのか期待したい

振興作物作付けの推移

平成29年度
面積

（単位ヘクタール）

対25年比
（単位ヘクタール）

平成29年度
出荷

（単位トン）

対25年比
（単位トン）

83.4

＋6.5

9.9

－1.6

109.4

＋0.6

10

＋1

5.7

＋0.3

7.8

－3.2

今 　 康 成 議員
こん やす なり

ワ
　
ラ
　
ビ

ソ
　
　
　
　
バ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

一 般 質 問一 般 質 問



石
山
　
八
木
沢
橋
の
右
手
か

ら
神
明
山
公
園
の
広
場
へ
向

か
う
通
路
が
整
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
危
険
な
状
況
で
あ
る
。

途
中
に
は
倒
木
も
あ
り
、
崖

っ
ぷ
ち
を
歩
く
箇
所
が
あ
り

足
場
が
不
安
定
だ
。
安
全
管

理
体
制
は
。

町
長
　
傾
斜
の
急
な
部
分

を
通
行
す
る
た
め
、
崩
れ
や

す
い
危
険
個
所
が
あ
り
、
現

在
は
通
行
を
制
限
し
て
い
る
。

安
全
に
通
行
す
る
に
は
、
全

線
に
わ
た
る
安
全
確
保
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
が
、

雪
や
大
雨
に
も
耐
え
う
る
通

路
と
し
て
の
整
備
確
保
は
現

状
で
は
難
し
い
。

石
山
　
公
園
を
管
理
す
る
た

め
の
具
体
的
な
業
務
内
容
は
。

地
域
整
備
課
長
　
公
園
内

の
見
回
り
、
清
掃
等
に
つ
い

て
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
て
い
る
。

石
山
　
風
致
公
園
と
し
て
か

つ
て
は
園
外
保
育
や
小
学
校

の
遠
足
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

整
備
さ
れ
た
環
境
で
あ
っ
た
。

し
か
し
現
在
は
整
備
状
態
が

良
い
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ

か
。

地
域
整
備
課
長
　
13
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
広
大
な
面

積
を
要
す
る
公
園
の
全
て
を

美
し
く
整
備
す
る
こ
と
は
、

き
び
し
い
状
況
で
あ
る
。

石
山
　
忠
魂
碑
は
歴
史
的
に

重
要
な
石
碑
で
あ
る
。
痛
み

が
激
し
く
、
今
後
の
保
存
を

ど
う
す
る
の
か
。

町
長
　
昭
和
33
年
8
月
に

小
国
町
心
友
会
を
中
心
と

し
た
忠
魂
碑
建
設
委
員
会

に
よ
り
建
立
さ
れ
、
管
理

は
現
在
小
国
町
遺
族
会
に

移
管
さ
れ
て
い
る
。

　
遺
族
会
が
管
理
等
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
る
が
、
適

切
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
町

と
し
て
も
遺
族
会
の
活
動
状

況
を
注
視
し
支
援
体
制
な

ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

な
お
、
慰
霊
碑
の
性
質
上

政
教
分
離
の
観
点
か
ら
直

接
的
に
関
わ
り
に
く
い
面

が
あ
る
こ
と
も
ご
理
解
願

い
た
い
。

石
山
　
5
月
18
日
の
大
雨

に
よ
る
神
明
山
公
園
に
接
す

る
町
道
脇
の
斜
面
崩
落
、
現

在
も
通
行
止
め
の
看
板
が
設

置
さ
れ
、
道
路
の
一
部
区
間

が
土
砂
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

い
つ
ま
で
こ
の
状
況
が
続
く

の
か
、
地
域
住
民
は
不
安
を

抱
い
て
い
る
が
。

町
長
　
八
木
沢
橋
か
ら
杉

沢
側
へ
1
0
0
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
地
点
で
長
さ
20
メ

ー
ト
ル
幅
５
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
り
崩
れ
た
。
山
形
県
と

も
協
議
を
進
め
な
が
ら
、

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
で
抜
本
的
な
復
旧
を

行
う
計
画
で
あ
る
。
調
査
測

量
費
の
補
正
予
算
を
計
上

し
た
。

石
山
　
具
体
的
に
は
い
つ
頃
、

ど
の
よ
う
な
作
業
に
な
る
の

か
。

地
域
整
備
課
長
　
今
後
、

現
場
の
測
量
調
査
を
行
い
、

7
月
に
国
の
査
定
を
受
け
、

工
事
設
計
等
が
適
正
か
認

定
を
さ
れ
た
後
に
、
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

他
「
本
町
の
教
育
に
つ
い
て
」

の
質
問
。
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一 般 質 問一 般 質 問

神明山公園の管理体制について
（県社山）

公
園
の
安
全
管
理
は
大

丈
夫
か

神
明
山
公
園
が
十
分
な

整
備
が
な
さ
れ
な
い
の

は
な
ぜ
か

町
道
小
坂
町
朝
篠
線
の

復
旧
は
ど
う
な
る
の
か

忠
魂
碑
の
損
傷
が
激
し

い
が
、ど
う
守
る
の
か

町
長

町
長

町
長

地
域
整
備
課
長

地
域
整
備
課
長

地
域
整
備
課
長

石
山

石
山

石
山

石
山

石
山

石
山

傷みが目立つ忠魂碑

石山久美子 議員
いし やま く み こ



米
野
　
29
年
4
月
16
日
付

山
形
新
聞
に
、
盛
田
前
町
長

は
透
析
問
題
に
つ
い
て
寄
稿

し
て
い
る
。
寄
稿
文
の
概
要

は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る

強
い
思
い
を
吉
村
美
栄
子
知

事
に
訴
え
、
知
事
か
ら
「
透

析
の
導
入
は
専
門
医
の
い
る

置
賜
総
合
病
院
で
、
維
持
透

析
は
専
門
医
で
な
く
て
も
可

能
な
の
で
町
立
病
院
で
行
う

仕
組
み
を
一
緒
に
検
討
し
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ

の
後
山
大
医
学
部
や
、
公
立

置
賜
総
合
病
院
な
ど
の
指
導

を
仰
ぎ
、
地
元
で
の
維
持
透

析
こ
そ
最
善
策
と
の
認
識
に

至
っ
た
。

　
透
析
治
療
は
専
門
的
で
医

療
従
事
者
の
不
安
が
あ
る
。

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
が
、

北
里
大
学
の
教
授
か
ら
、
透

析
機
器
の
発
達
に
よ
り
担
当

医
が
い
れ
ば
町
立
病
院
で
の

維
持
透
析
は
実
現
可
能
と
の

指
導
を
得
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
人
工
透
析
は
病

院
経
営
を
圧
迫
す
る
」
と
の

声
も
あ
り
ま
す
が
、
患
者
20

人
の
試
算
で
黒
字
に
な
る
と

判
断
し
ま
し
た
。
看
護
師
2

人
と
臨
床
工
学
技
師
1
人
の

研
修
は
公
立
置
賜
総
合
病
院

に
、
専
門
医
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
は
、
山
形
大
学
医
学
部
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
残
る
は
、

透
析
担
当
医
の
確
保
で
す
。

よ
う
や
く
町
立
病
院
で
の
透

析
治
療
の
条
件
が
整
い
、
平

成
29
年
3
月
議
会
で
透
析
関

連
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
に
は
、
院
内
に
透
析
準

備
委
員
会
を
設
置
し
、
透
析

室
の
設
計
も
完
了
、
機
械
選

定
も
終
え
て
い
よ
い
よ
実
現

と
い
う
段
階
で
の
中
止
で
し

た
。

　
私
は
、
ト
ッ
プ
の
交
代
を

契
機
に
し
た
政
争
で
命
に
関

わ
る
こ
と
の
政
策
転
換
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
近
い
将
来
、
町
立
病
院

で
維
持
透
析
が
実
現
す
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

と
寄
稿
さ
れ
て
い
た
。

　
私
は
、
透
析
に
関
係
す
る

方
た
ち
の
実
施
に
向
け
た
支

援
が
整
っ
て
い
た
こ
と
が
読

み
取
れ
た
。

　
町
長
の
受
け
止
め
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

町
長
　
私
は
、
検
証
結
果

を
踏
ま
え
て
、
新
規
の
医
療

行
為
と
な
る
透
析
治
療
の

安
全
安
心
の
確
保
は
現
実

に
即
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

町
立
病
院
で
人
工
透
析
治

療
に
取
り
組
む
こ
と
は
難

し
い
と
判
断
し
た
も
の
で
、

新
聞
取
材
対
応
と
相
違
し
て

い
る
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

　
な
お
、
前
町
長
の
新
聞

記
事
に
つ
い
て
の
所
見
は
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
の
事
案
で
あ

る
た
め
、
差
し
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
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町立病院での透析は
「やっぱり可能だったのではないか」
米 野 貞 雄 議員
よね の さだ お

透
析
実
施
へ
の
支
援
は

整
っ
て
い
た

町
長

米
野

前
町
長
の
記
事
は
マ
ス

コ
ミ
報
道

差
し
控
え
る

一 般 質 問一 般 質 問
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委員会レポート Committee　Report

各
委
員
会
の
テ
ー
マ

9
月
ま
で
に
取
り
組
む

主
な
事
案

議会広報
特別委員会 議会運営委員会 文教産建常任委員会 総務厚生常任委員会

2
　
そ
の
他
議
会
広
報
に
関
す
る
こ
と

1
　
小
国
町
議
会
だ
よ
り
の
編
集
発
行
お
よ
び
調
査
に
関
す
る
こ
と

4
　
要
望
等
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
る
事
項

3
　
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

2
　
議
会
の
会
議
規
則
、委
員
会
に
関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

1
　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

5
　
要
望
等
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て

4
　
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
の
推
進
に
つ
い
て

3
　
道
の
駅
の
整
備
に
つ
い
て

2
　
保
小
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て

1
　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

6
　
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
る
事
項

5
　
置
賜
定
住
自
立
圏
に
関
す
る
取
組
み

4
　
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
整
備
に
向
け
た
準
備
に
つ
い
て

3
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
取
組
み

2
　
新
小
国
町
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
取
組
み

1
　
児
童
福
祉
に
関
す
る
取
組
み

議会議員資質向上研修会議会議員資質向上研修会
日　　時　5月9日（水）午後1時～3時30分
講　　師　山形県町村議会議長会
　　　　　　　　　　　　　事務局長　武田　裕樹　氏
内　　容　・町村議会の制度運営について
　　　　　・議会制度・運営を大きく変えるこれからの
　　　　　　方向性について

ポイント　議員の活動とは、議会活動とは、
　　　　　地方議会の議員のなり手不足の実態と要因は
　　　　　どこにあるのか。

第35回町村議会広報研修会第35回町村議会広報研修会
日　　時　5月31日（木）　午前10時30分～午後3時
会　　場　山形国際交流プラザ（山形市）
講　　師　芳野　政明　氏　(議会広報サポーター)
内　　容　「住民に読まれ、伝わる議会広報編集のポイント」
　　　　　県内の12町議会の広報クリニックの実施
ポイント　目的にそった企画、編集になっているか。読みやすさ、分かりやすさへの
　　　　　編集技術など広報の優れたところや改善点を学びながらもう一段ステップ
　　　　　アップするための研修。
出席広報委員　小関和好、今康成、石山久美子、間宮尚江

ゆう  じ
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議会議員と語る会を
開催しました
議会議員と語る会を
開催しました

6月26日　
　　午後6時～8時

アスモ3階
　　多目的ホール

テーマ「議会活動に求める～人口減少、少子高齢社会を背景として」
目
　
的

　
町
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
な
ど
に
対
す
る
議
会
の
在

り
方
や
、
こ
れ
か
ら
の
議
会

及
び
議
員
活
動
の
基
本
的
な

考
え
方
、
方
向
性
を
定
め
る

た
め
、
町
民
が
議
会
に
期
待

す
る
こ
と
、
求
め
た
い
こ
と

の
意
見
を
聴
く
。
　

参
加
者

　
町
民
の
各
層
各
界
、
様
々

な
職
場
で
働
く
24
名
。
各
業

種
の
現
状
を
踏
ま
え
て
町
や

議
会
に
対
す
る
認
識
や
意
見

が
述
べ
ら
れ
た
。

●学校統合問題も不安であるが、地域の声が届

いているのか不安である。もっと身近で聞い

てほしい。

●この会の今後はどうするのか。何が結果とし

て出てくるのか。やったという実績だけで終

わらせないでほしい。

●議会として今後５年、１０年先の見通しは出

来ているのか。町で出している数字を見てい

るのならしっかり対策を検討してほしい。

●もっとフリーで若者との会話も必要ではない

か。アンケートもひとつの方法だと思う。今

年の目標を１つ決めて実行、検証を繰り返

していくという考えはどうか。

●様々な課題に対して町民が納得できるように

情報を整理して、話し合いの機会を今後も作

ってほしい。

（企業、金融、商工、農林業、教育機関、観光） （福祉団体、防災、地域、体育・文化）

グループ

●スピードの時代に足踏みをすることなく、少

しでも町づくりが進むような前向きな考えで

議論してほしい。

●町民の声が届くように、接する機会をつくっ

てほしい。

●オールマイティが無理なら得意分野で町民の

声を聞ける努力をすべき。

●「議会だより」で議員の活動をもっと見せて

ほしい。

●こんなに素晴らしい町なのに、そのことの宣

伝（ＰＲ）が足りないのではないのか。

●残念だが人口の減少を止める特効薬はない。

いま町民が楽しく充実した生活が過ごせるよ

うに考えたらよいのではないか。

●若者、壮年、お年寄りなど、年代別に話し合

いをしてはどうか。

A グループB

　熱心に話される参加者からは小国町が好きで、大

切で、小国町ほど良いところはないとの思いをいた

だきました。だからこそ、何とかしたい、との思い

も伝わりました。町民と我ら議員の思いは同じです。

町民の大きな思いの実現に向けて頑張ってまいります。

　お忙しい中お集まりいただき、ありがとうござい

ました。　　　　　　　　　　　　　　（担当　石山）

ま
と
め
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議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

「
高
校
生
議
会
と
意
見
交
換
会
」

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
し
た

「
高
校
生
議
会
と
意
見
交
換
会
」

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
し
た

日
程
　
7
月
10
日（
火
）　
午
後
1
時
40
分
〜
3
時
10
分

目
的
　
住
民
の
代
表
と
し
て
町
民
の
意
見
や
考
え
を
聴
き
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る

　
　
　
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
そ
の
一
環
と
し
て
将
来
に
向
け
た
若
者
の

　
　
　
意
見
を
聴
き
、
意
見
交
換
を
行
う
。
　

高
校
生
議
会

意
見
交
換
会

会
　
場
　
役
場
4
階
　
大
会
議
室

高
校
生
と
議
員
が
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
一
般
質
問
の

内
容
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

高
校
生
な
ら
で
は
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
「
高
校
生
議
会
と
意
見
交
換
会
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は

　
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

議会活性化研修会（第1部）議会活性化研修会（第1部）

議会活性化研修会（第2部）議会活性化研修会（第2部）

委員会レポート Committee　Report

日　時　4 月 17 日（火）午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
講　師　新潟県立大学国際地域学部
　　　　現代行政研究室　准教授　田口　一博　氏
テーマ　「議会活性化から小国町を変える」
参加者　議員、町職員
要　旨 ・議会の仕事は執行機関の監視だけではない。町

全体を見て、住みたいと思う町になるよう町の
品質管理を行うことも議会の仕事。

　　 　・広い町内ではあるが、小規模な自治体で町の職員数が少ないからこそ、議員が普
段からこまめに地域を歩き、町民の声を聞くことが大切。住民の声を受けた議論
をすれば活性化にもつながる。

日　時　4 月 17 日（火）午後 2 時 45 分～ 4 時 45 分
講　師　新潟県立大学国際地域学部
　　　　現代行政研究室　准教授　田口　一博　氏
テーマ　「議会の長期戦略としての基本条例の必要性」
参加者　議員
要　旨 ・新しい議員が出てきてくれるような働きかけとし

て、議会広報に議員それぞれの選挙活動時の様
子や、活動目標などの記事をリレー方式で掲載してみてはどうか。

　　　 ・広報の目標は読んでもらうこと。専門的な知識を持った外部の方に編集作業に携
わってもらうなどの、新たな取組みが必要。

高
校
生
の
代
表
３
名
が
町
長
に
対
し
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

会
　
場
　
役
場
4
階
　
議
場

出
席
者
　
小
国
高
校
3
年
生
31
名
、
町
執
行
部
、
議
会
議
員

内
　
容
　
　
小
国
町
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
人
を
増
や
す
た
め

　
　
　
　
　
小
国
町
芸
術
ホ
ー
ル
の
建
設
を
し
て
は
ど
う
か

　
　
　
　
　
小
国
町
の
強
み
を
生
か
し
た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を

　
　
　
　
　
町
全
体
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
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会
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対
し
て
の
ご
質
問
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意
見
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お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局 

（
６
２
）２
４
４
８

次
は
9
月
定
例
会
で
す
。
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

 
 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

氏
　
名
　
大
河
原
沙
織
さ
ん

年
　
齢
　
23
歳

出
　
身
　
沼
沢

Q
　
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ

て
ま
す
か

A
　
イ
チ
ゴ
栽
培
で
の
管
理

と
収
穫
を
し
て
い
ま
す
。

Q
　
農
業
の
勉
強
を
し
て
い

た
の
で
す
か
。

A
　
北
海
道
の
酪
農
学
園
大

学
で
環
境
共
生
学
類
に
所
属

し
野
生
動
物
の
保
全
や
保
護

に
つ
い
て
や
鳥
獣
法
な
ど
法

律
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
農
場
実
習
で
は
作
物
を
育

て
た
り
、
牛
の
搾
乳
と
か
も

や
り
ま
し
た
。

Q
　
小
国
町
で
好
き
な
と
こ

ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
　
田
舎
な
ら
で
は
な
の
か
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
す
ご
く
優
し
い
で
す
。

　
自
然
も
沢
山
あ
っ
て
、
近

所
の
皆
さ
ん
が
家
族
み
た
い

な
雰
囲
気
が
好
き
で
す
。

Q
　
小
国
町
で
足
り
な
い
所

は
あ
り
ま
す
か
。

A
　
考
え
た
こ
と
無
い
で
す

け
ど
。

　
若
い
子
が
出
て
っ
ち
ゃ
う

の
が
残
念
。
残
っ
て
く
れ
れ

ば
良
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

Q
　
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
な
こ

と
を
や
る
予
定
で
す
か
。

A
　
来
年
、
海
外
青
年
協
力

隊
で
ペ
ル
ー
に
行
き
ま
す
。

そ
こ
で
は
小
学
校
や
地
域
の

人
に
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
中
心
に
環
境
教
育
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ペ
ル
ー
は
ス
ペ
イ
ン
語
圏

な
の
で
ス
ペ
イ
ン
語
を
ゼ
ロ

か
ら
勉
強
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。

Q
　
小
国
町
で
の
夢
は
あ
り

ま
す
か
。

A
　
馬
が
好
き
で
大
学
で
は

馬
術
部
で
し
た
。

　
馬
の
牧
場
が
有
っ
て
、
黒

沢
峠
を
馬
で
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
な
ん
て
出
来
れ
ば
良
い
な
。

表紙は、今年の春からイ
チゴやアスパラガスの栽
培作業に従事する大河原
さんと山中那智さんです。
太陽の下で輝く若者でした。
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習
い
事
な
ど
で
上
手
に
こ
な

す
こ
と
が
で
き
る
人
を
「
筋
が

良
い
」
と
い
う
。
ち
っ
と
も
上

達
し
な
い
我
が
身
を
嘆
き
、
芸

達
者
な
人
を
つ
い
う
ら
や
ん
で

し
ま
う
。

　
食
べ
物
で
筋
が
多
い
と
敬
遠

さ
れ
が
ち
だ
が
、
人
物
で
筋
が

通
っ
て
い
る
と
い
え
ば
褒
め
言

葉
に
な
る
。

　
話
を
す
る
と
き
は
筋
書
を
う

ま
く
作
ら
な
い
と
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
な
い
。
本
筋
か
ら
離

れ
た
ら
話
は
伝
わ
ら
な
い
し
、

筋
道
が
通
っ
て
な
い
と
人
を
納

得
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
と
か
く
い
ろ
ん
な
場
所
で
顔

を
出
す
「
筋
」
で
あ
る
の
で
傷

め
な
い
よ
う
に
大
事
に
し
た
い
。
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おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

町の人から
ちょっとひとこと

6月になっても露地物のイチゴ収穫は続きます


